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ひとくちメモ

高齢化社会の進展に対応し、相続制度を約40年ぶ
りに大きく見直した「民法及び家事事件手続法の一部
を改正する法律」（改正民法）が7月6日に成立、13
日に公布されました。施行日は19年7月までの間です
が、一部内容については段階的に施行し、配偶者居住
権については、20年7月までに施行することになって
います。
改正の主な柱は、相続が発生した際、残された配偶

者が終身自宅に住み続けられる「配偶者居住権」の創
設です。
制度創設の背景として、残された配偶者が自宅にそ

のまま居住できるようにするために、自宅所有権を相
続した場合、現金など他の遺産の取得分を減らさざる
を得ず、その後の生活に不安を抱えるケースなどがあ
りました。 【上資料は「放夢新聞」7月23日付より掲載】

白水阿弥陀堂の古代蓮を見に行きました。毎年この季節に淡いピンクの

花が咲きます。平泉の中尊寺金色堂から株分けされた古代蓮は一度は見て

おきたい美しさです。見ごろは7月中旬頃から8月中旬頃。蓮の花は早朝

からお昼ごろまでの開花になるので午前中がおすすめです。

◆改正の主なポイント◆
① 配偶者居住権の創設
② 居住用不動産は遺産分割の対象外に
③ 故人の預貯金仮払い制度の創設
④ 親族以外にも遺産請求権を認める
⑤ 法務局による自筆証書遺言の保管制度の創設

同制度では、自宅所有権に比べ
て評価額が低くなる居住権のみを
取得することで現金などの相続分
を増やすことができ、住む場所と
生活費への不安の双方の解消を
図っています。


